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●
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
や
す
ら
い
ろ

　
1
日
の
利
用
定
員
は
10
名
で
、
多
い
時
は
月
間
2
7
8
名
の
利
用
が
あ
り
、

1
日
平
均
8
〜
9
名
の
方
に
利
用
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　
各
部
屋
は
個
室
で
す
が
、
日
中
は
ホ
ー
ル
で
ト
ラ
ン
プ
や
ジ
ェ
ン
ガ
、
テ
ー

ブ
ル
ピ
ン
ポ
ン
な
ど
の
ゲ
ー
ム
を
さ
れ
、
ま
た
月
に
三
度
あ
る
音
楽
療
法
や

昼
食
前
の
口
腔
体
操
を
行
い
、
他
の
利
用
者
様
と
の
交
流
も
大
事
に
し
て
い

ま
す
。
一
人
で
い
る
事
が
不
安
だ
と
言
わ
れ
る
時
な
ど
、
寂
し
さ
が
な
い
様

に
出
来
る
だ
け
寄
り
添
い
、
声
掛
け
を
行
う
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
季
節
感
や
行
事
を
大
切
に
し
て
、
廊
下
に
は
展
示
物
や
利
用
中
の
様
子
を

写
し
た
写
真
を
飾
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
見
学
に
来
て
下
さ
い
。

職 員 紹 介職 員 紹 介 ①法人名　②所属　
③氏名　④ひとこと

① 与謝郡福祉会
② やすら苑１階　ちりめん通り　係長
③ 小池　雅代
④ はじめまして、やすら苑で介護職員をし
　 ています、小池です。毎日、ご利用者様
　 に笑顔が届けられるよう、スタッフと模
　 索しながら頑張っています。

こ いけ　　まさ よ

① よさのうみ福祉会
② ワークセンター・花音「厨房班」・支援員
③ 浪江　幸子
④ 安全で適切な下処理で食材をお届けできる
　 よう気をつけて作業しています。また、支
　 援という仕事はとても難しいですが、明る
　 く元気に日々過ごすことを心がけています。

なみ え 　  さち こ

① 丹後福祉応援団
② ショートステイやすらいろ・介護職
③ 戸石　光貴
④ 介護の仕事を始めて４年目になりました。
　 デイサービス３年、ショートステイ１年
　 を経験してきました。仕事では常に利用
　 者さんの目線に立ち、１人１人に合った
　 支援の方法を心掛けています。皆さんが
　 笑顔になるよう、日々頑張ります。

と いし　　みつ き

や
す
ら
苑

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
　
花
音

〈
敬
老
祝
賀
式
〉

　
平
成
28
年
9
月
17
日
（
土
）、
今
年
も
や
す
ら
苑
の

敬
老
祝
賀
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
1
0
0
歳
以
上
の
方
が
4
名
、
米
寿
の

方
が
6
名
、
ご
家
族
、
来
賓
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

お
祝
い
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
初
め
て
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
（
白
帆
会
様
）

に
来
て
い
た
だ
き
、
お
め
で
た
い
大
道
芸
を
披
露
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
入
居
者
も
参
加
さ
れ
、「
こ
の

歳
に
な
っ
て
、
初
め
て
皿
回
し
を
し
た
わ
！
」
と
喜

ば
れ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
終
了
後
は
、
各
ユ
ニ
ッ
ト
に
て
ご
家
族
様
を
交
え

話
に
花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

　
ど
う
ぞ
皆
様
、
こ
れ
か
ら
も
ご
健
康
で
お
過
ご
し

下
さ
い
。

か

ぜ

や
す
ら
の
旋
風

花音のフレッシュさん

“高齢者厨房班”
今田雪乃

「家が近いし、花音が好きだから、
花音で働いて良かったです。先輩た
ちが食材やパウチの仕方や切り方を
教えてくれました。少しややこしい所
もあります。がんばります。」

“高齢者厨房班”
笹岡智子

「働いて良かったなぁと思うことは、
先輩たちがやさしく教えてくれたり
しゃべりかけてくれたりしてくれるこ
とです。嬉しかったです」




